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まちで見かけるあのマーク。実はその意味を知らない方もいるのでは。今回は、障がいのある方

への配慮を目的とした主なマークについて、その意味とどのような配慮が必要かご紹介します。 

マークを見かけた場合は、ご理解・ご協力をお願いします。 

義足の使用や内部障がい、妊

婦、難病など、見た目から分から

なくても、援助や配慮を必要とし

ている人々のためのマークです。 

内部障がい・内臓疾患の方のた

めのマークです。優先スペースの

利用や、近辺での携帯電話の使用

を控えるなど配慮をお願いしま

す。 

車いす限定ではなく、障がいが

ある方全般が利用できる建物、施

設であることを表す世界共通のマ

ークです。 

肢体不自由障がい（手足の麻痺

や欠損）のある方が運転する車に

表示されています。この車に対す 

る幅寄せや割り込みは禁止されています。 

聴覚に障がいのある方が運転し

ているので、車間距離は十分にと

ってください。 

幅寄せや割り込みは禁止されています。 

聞こえが不自由なことを表すと同

時に、聞こえない、聞こえづらい方

への配慮を表すマークです。筆談で

やり取りするなどコミュニケーショ

ン方法に配慮しましょう。 

 

１１月３０日(土)は湊地区公民館へレッツゴー！

今年も『せいだんふれあい交流のつどい』を

開催いたします！ 

 子どもたちの発表や踊りの発表、食べ物・花苗

の販売、ワークショップなど、大人から子どもま

で、誰もが楽しめる内容でお届けします♪ 

 ご近所の方をお誘いあわせのうえ、お気軽に

ご参加ください。
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銭太鼓の面白さにひかれた仲間が集まり結成された「楽友」は現在

6 名で、活動 10 年目を迎えます。毎月第 2・4 の月曜日に倭文公民

館で銭太鼓の練習を楽しんでいます。 

地元の敬老会やクリスマス会をはじめ、福祉施設で演奏を披露する

など意欲的に活動を続けて、今年も倭文地区敬老会の発表に向けて、

メンバー全員が熱心に練習していました。息の合った演奏は、観てい

る方も曲に合わせて歌を口ずさんでしまうほどです♪ 

「メンバーといろんなおしゃべりができるのがうれしい、演奏を披

露できる機会が増えると練習の励みになります！」と代表者の納さん

が話してくれました。これからも一人でも多くの方に銭太鼓の音色を

楽しんでもらえたら良いですね♪ 

阿万小学校のそばにある、大正１５年創業の「川原文具店」(通

称“ただっきゃ”)が９８年の歴史に幕を下ろしました。長年、子

どもたちの成長を見続けてきた憩いの場は、親同士の交流の場とし

ても地元の方々に愛されてきました。 

ある時「ただっきゃ」が閉店する話を受けて、「子どもたちの居

場所がなくなっていいのか」「なんとかして続けられたらいいの

に」との声があがり、地元有志が再興委員会を立ち上げ、何度も話

し合いを重ね、引き継ぐことになりました。 

現在、スタッフが交替で店番をしており、店内に

は、お茶を飲めるスペースやシニアコーナーもあ

り、ちょっとした生活用品やご飯のお供も購入でき

る工夫もしてあります。いろんな方がのぞきにきて

は「何か私でもできることあったら手伝うよ」と声

をかけてくれます。季節のイベントのほか、子ども

から高齢者までみんなが楽しめるいろんなアイデア

がどんどん出て来て『ただっきゃ 2』は夢にむかっ

て進んでいます！ 


